
木くずと下水汚泥による緑化基盤材と
被覆植物を組み合わせた防草工法
－ 木くず等を利用した地産地消型グランドカバー工法の研究 （Ｈ２１）－

木くずと下水汚泥を堆肥化した緑化基盤材と被覆植物による防草対策と景観対策
を併せ持った工法の研究を実施しました。
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緑化基盤材：木質ファイバーとエコ久万ソイルを混合したものを使用

木質ファイバー；
木くずを繊維状に

細かく破砕したもの

エコ久万ソイル；
木質ファイバーと下水汚泥を混合し
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フィールド実験（０日目） フィールド実験（２１日目）

フィールド実験（６３日目）

産業廃棄物である木くずと下水汚泥をその発生した地域外に持ち出すことなく、
さらには緑化基盤材として再資源化を実現した本工法は フィールド実験によさらには緑化基盤材として再資源化を実現した本工法は、フィールド実験によ
り、防草対策と景観対策において効果があることが確認されました。今後は、
本工法の普及に伴って、地球温暖化の緩和や循環型社会の形成に寄与すること
を期待しています。

本研究は、共同研究により実施しました。
（共同研究先 石丸建設㈱、エヌエス環境㈱）


